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1997 年の考察とこれから課題

電話時代からの脱却とともに

インフラとしての責任が始まる

村井　純･慶應義塾大学教授

現在、 私た ちが1し Ｊでいる通信 インフラは、竃話を1掬捉に作

られている　 しかし1996 年日 月、 囗米の国際川線では インター

ネッ 凵 こ使われている ケーブ ルの総;1 ;T が 電 話のそれを 凵II卩J 、

199がlj･の 今、電話|･11線 の･1 倍に もな９ている　 インター ネット

の通仁:l ;: が 電 話の通|､い1;:を 越 えてし まうのは必 然であり、卜|内

1111線 の状況にも似たような傾向にある　 いずれ|||:ｗ 中で同じこ

とが起こるだろう。

なぜなら、 人と人とが話す数と:I ;: に は 限μがあるが、 コンピ

ュー タや怙 搦嬲ａ;μ) 数 とその迦信:I;:は無 限に広がるからである

現在の 函!‘ljIIII質で|||:μ の 人目58 億 人 令日が| 対1で 割|時間、365 凵

話し続け る:1 ;: は 、 電話による通祐 料のあ る仲の 凵災とぢ'え られ

る｡ しかしながら、 欧剔IIの コンピュー タが 今後1 年丿帽こ配|､冖-

る･|･肩=|陥;:を 計 算することはで きない　 インフラの 設､淞ﾉ)前捉 は、

根本的に変わ９てきている

１　インフラの見直しが進んだ1997 年

－ ネ･ｿﾄ に よ る新しいマ ーケットに利川していく方向で次 々に

新しい試みが生まれた　 電､刮1｣の 釧線 ケーブ ルを使９て数Mbp ｓ

の データ通 仁を日｣'能 にするｘDSL の 迦 仁実験 が長野県 伊川巾で始

ま･J だことは象徴的であ る　 また、|削 旧Ｘを提供する メデ ィア

エ クスチェンジ社と地域電話会社のＴＴｎｃｌは、地域の 光ファイバ

ーを高速匚丶ＮのシステムであるFI)DI 技 術 で利川して、]OOMbps

の･､I｣りlj線 サ ービ スを提供し始 めた　 電話を前提 にし た技術とし

て発展して きたＡＴＭを使った インター ネ 　ット･､I川丿線サービ スも

川て きた　 冢庭向けの放送サービ スであっ たＣＡＴＶを インター

ネ･川 ヽに使う試みやデ ジタル術jl¶通仁の インタ一 考  ット利Jljも 、

従来の電気丿副､il｣1喋 法 の忰の中ではぢ･え られなかった組み介わ

せである イI=UIりll心 の サービ スから脱却して インター ネットの

ための迦信基盤を提供し なくてはならない ということに多くの

人が気がり いたことが、1997 年の イン ター ネットにおける最も

人きな変化だ９ だ　 すなわち、さらに新しい インター ネットの

挑戦が始ま９た年とj‘うこ とがで きる

電話を前提にした通lj’インフラのビジネスモデルでは、イン　　２　急速な普及を支えるしくみが必要

ターネ･ソトもポケットベルやＦΛＸや携帯電話と同じように厂心

話川線をf蛆J だ1つのアプリケーションとして捉えられていた　　 ■より強力な負荷分散システムの構築

しかし、1997年にな９て、Eケープｊﾚ］をはじめとするさまざま　　　物川的な設備をどんなに増やしても、無|假に増えていく迦信

な辿悁･インフラは、屯､活のためだけにあるのではなく、インタ　　:I ;: には追いつかない　通仁の負荷をいかに軽減して効率よく情

図1　地域ＮＣＣと協調したメディアエクチェンジ（ＭＥＸ）のネットワーク概念図。地域

ＮＣＣの光ファイバーをFDDI やＡＴＭの技術で利用する

トインターネット白書'98 １８８



跟を伝送するかという点匚ついて、我 々は知忠をしぼらなけれ

ばならない　 そのための1 つ の技術実験が、長野 オリンピックで

行われた　|||:ｗ中 からアクセスが叭巾 する ような 人丿麗模な怙 張

提供サー バーをどう構築するかについて は、これ までもいろい

ろな 万法が模索 されてきたが、長野 オリンピ ックの公式 サ イト

では、 今までの インター ネッ 】ヽの モデ ルをくっ がえし　|11J舁 外

地に分散させた5つ のサ ーバーに同 じIP アドレ スを割 り｀liて た

そして、ア クセ スした 人に最も近い辿信経路 を持り サーバー匚

|'|動的 に分II汝させるとともに、 各地のサーバー(ﾉ)コ ン テンツは

1)FS (Dislrilniuヽd File SyＭｃｍ) というシステムによ。Jて同じ内

‘淬になるようにした

こうして1 分間に凵万ヒット以|･.とい う、これ までにないアク

セスを処理するこ とができた　 サーバーの能力も進化している

が、分IIS:2シ ステムによ･J て 負荷をいかに軽減する かがこれから

も 枦麦な､=韶 趙になる　 利Jlj片が 意識して送択しなくても、|'|動

的に 削､i経路 を進択して 複数のサーバーから| つ の叶－ バーヘ導

く概念は、現 在の インター ネット|･.で 少しすら 試みら れてきた

が、次間代プロトコルのIPｖ6で は明川 妁に定義されている

■ ア ク セ シ ビ リ テ ィ の 追 求

オ リ ン ピ ッ ク に 続 い て 長 野 で 行 わ れ た ハ ラ リ ン ピ･・ ク で は 、

ア クセ シビ リ テf　g Λ('ｃtｙibilil リ　 と い う と･え ち'が 紹 介 さ れ た

1997 年 に Ｗｏr)(IWi(|( ヽＷｃｂ Ｃｏｌ卜)r 血ln凵 Ｗ３０ でIIで式 に 劭;I,證

れ たＨＴＭ 凵.()は 、 ウ.llブ ア ク セ シビ リ テ イの 活 動 が 実 を 結 ん だ

も の だ

こ れ ま で の ＨＴＭ Ｌは 、 コ ン ビ ュ ー タ で の え 字 の 配 列 の 概 念 だ

け にJ,しj い た ｊ 語 休 系 だ ９ だ　 表 の よ う な ２ 次 儿の 慨 念 を 伝 え

るr･ 段 をｰ 次 儿 の 配 列 で 人 現 し て は 、 凵 が 不 自 山 な 人 が 川 解 す

る こ と が で き な い　 イ メ ー ジ な ど を 川 い た 表 現 も そ の ま まで は

理 解 で き な い の で あ る　 山 の 町!IC が 人９ だ ホ ー ム ペ ー ジ に' こ

れ は 山 の 写 皀 で あ る.. と い う 帖 報 が 付 加 さ れ て い れ ば 、 そ の ホ

ー ム ペ ー ジ の 内 容 を 即 解 し や す い　 Ｗ ３じ の Ｗ ＡＩ( Ｗ ｃｂ

Ａｃｃｃsｓil)ilily 11111;111ｖ(1) で は ／|劍 伽ﾉ) 意 味 を 扣: 見し や す く す る た

め の さ ま ざ ま な 凄 論 と 捉 案 をi｣≒ て い る　 ＨＴ ＭＬＩ．０で は 、 ＷΛ1

の 提 案 を 収 り 入 れ 始 め た　 イ ン タ ー ネ ッ ト の 枦 か|゛|ﾓが 鳥 ま る こ

と は 、 イ ン ター ネ
　ッ
ト 環 境 へ の 社 会 や 人 の 依 存性 も 鳥 ま る こ と

で あ る　 本 当 に､;11'=ﾐも が 使 う こ と が で き る イ ン タ ー ネ･ソト に す る

た め に は 、 こ う し た 挑 戦 を 続 け て い か な け れ ば な ら な い

３　1998 年に期待されるアプリケーション

インター ネットの迦IJI ;: が 川 える要因 は、 インター ネットに

り ながるコンピュー タの放だけではない　 こ れからは家電をは

じめとするあ りとあらゆる･|`jU=IH爬器が インターネヽｿﾄ にっ なが

る時代にな９ てくる

たとえば、ＦΛＸの迦信コ ストをドげる インター ネットドΛＸは

1997 年 に 製品化され、その実績にJ,いj い て標準化の議論が進ん

できた　 ビデオカ メラを インター ネ 　ットにっ ないで遠隔地の映

像を共ｲj’することも盛んに行われている

この ような状況の巾で、 】998年 に注 川したい･|･計|脯Ｕ; は 、巾．

とデジタルビデオである

写真I　WIDE プロジェクトの実験に使われているインターネット

につながる自動車「インターネットカー」

■ＧＰＳとインターネット

我 々の グループ では 、 インター ネットと自動lllCを つ ないだ位

趾h冐|に ステムを開発している　 現 在のカーナビゲー ションシ

ステム匚使われている(;PS は 、 衛星を使９ で1111の 位ii.1111を 俑､訖し、

地図(ﾉ川･.の 道 路と照らし介わせてぷ 差を､l)'II{する ｉマ'ソプマッ

チング　 を行･J ているが、この場介、誤簾は約 川0 メートルもあ

る　 この(;PS の 精 度を鳥めるための技術が、デファレ ンシャル

(;PS 冂)(;PS･･ であ る　|)(;PS は 、 圦地同を配 置し、(;PS の､1呉差

を計算してその結 耻を提 供するこ とで、移動する1111の よりIIﾐ確

な 拉.雌 をli .･､2､す る 技14』:であ る　 自動1111が イン ター ネ･ソトに接続

される とこの､汽差情 報を筒iil.に 得るこ とがで きる　 移動するコ

ンピュー タの位ii.1111がII{俑 に把捉 できる体系ができると、1111にさ

まざまな七ンサ ーを 乗せて、温度、明る さ、空気の汚れなどを

グローバルに利JI｣する ことができるようになる(;IS や環 境保､=溲

の 視点でも･鈩夊な応川技術だと思う

・ デジタルビデオ機器との融合

デジタルビデ オカ メラなどのオーデ ィオ・ビ ジュア ル機器に

は、すでにIEEE{ 剔kl電}91=LI気技 郤』:片|烏会】で 規桁化されてい

る139｣ というＡＶ製品川の配線コネクタが付いている　IEEI{}391

で は、 高速にデータをコ ンピュー タに転送で きるので、冢庭内

LΛＮを作る覘格としても注|| されている　 冢庭のデジタルビデ

オでと９だ映像を インターネットに秡せるこ とがで きれば、鮮

明な映像を イン ター ネットで べ刈厂とりすることが 吋能になる

しかし、これが　一般化すれば10MbpS ぐ らいの帯域はすぐに消代

されてし まうだろ う　 こうした新しいアプリケーショ ンに耐え

るしくみも インターネット令体匚は必要になる

・ タイムマシンを作るデジタルアーカイプ

もう|つ、必要でありながら、これまでの インターネ･ソトに欠

けているものがある　それは時刻の概念である　URL をjl｣いて

帖報を問接|'19に伝達しても、時間が経過するとその内容は変化

している吋能性がある　IIﾐ仰なII'｣翊沁)共有を実現するためには

時刻(ﾉ)概念を含んだ竹理が必要である　これが実現されれば、

ﾘ1新されるホームページを時刻ごとにすべて保存しておき、そ

れらを時間別に廾－チェンジンで検索できることになる　いわ

ば、インターネットは|14=問を遡るタイムマシンになる

１８９ インターネット白書'98･S



３　現代社会を反映するインターネット

インターネットが 怜及するにり れて、現代社会で 起こ･J て い

ることは イン ターネットでも同じように起こ９てくる　1997 年、

マ スコミが好んでJIが 川･.げ た のは、 インター ネ 　ットを使った 小一

件や犯罪につ いてである　 多くの新聞や卸誌が、 インターネッ

ト Ｃねずみ､iMが川 えたとⅢ道した　 しかし、ねずみ講が川えて

いるのは、 インターネットの巾 だけではない　 インター ネ  ット

でねずみ講に出会９てもそれは現代 社会の断面にすぎない　 た

とえば旅行先で 初めて 人９ た店で詐欺にあ９ たとしたら、その

店が危険か安令かという帖川を持９ていなか９ たせいである

ここで 見落とされているのは、「ねずみ講が川えているＩとい

う惰 眠も、 インターネットでは非常なjII,さで 行き渡っていると

いうことだ

才－プIン にIV, f|{が 流 通することは帖 報を1,リ|』につ なげるこ と

ており、料営は低仙格競ｊ のためにどこのワロ バイダーも　･定

にな､ 八ごいる　 しかし、 本末はサービ スの クオリテ 似こよ。て

料公が違うのが健 全ヽな のではないか　ｖＰＮなど付加fl削III I(を 付け

たサービ スかひ場しているが、趣味で使う ならこのぐらいの|ljl(

段 で 、什I)にご使うならセキュリテ ィにここ まで投資するとい。

た送択の幅が川意されているべきであ る　 っ まり、ファースト

クラ ス、ビジ ネスクラ ス、エコ ノミー クラ スとい９ だよう な、

IsP の サービ スにもそうしたランク付けと料営による差別化が必

要であ り、flJJlj行は 卜分なt俳=llを 得てから 凵的に応じてサービ

スを選択できる雌境がないといけない

Ｈ)98年は 、ア メリカの人r 勹 ロ バイダーｔＴ ＮＥＴを抱えるワー

ルドコムが、外j l･･､|歙 袞としては初めての第　丿旧削､ 刊口S･片と し

て 川本でサービ スを開始する　 こ れは 裳yr!に と９て 人きな刺激

になるかもしれない

もできる　ニソテ イサーブにひ録されているシ､･lアｙ･l アは、　 ５　危機管理の責任

それぞれ(ﾉ)ダウンロード数がオーブンにかj･される　そこには

どんなt酊=|沁功囗lも介在せず、秡が多いものが1,卩ljを俳る　 イ

ンターネットではこうしたしくみが提供されるため、むしろ社

会の略い部分を自浄できるメカニズムがある　このII｣'能性をど

のように発艇させるかが､渫題である

4　１ＳＰ情報の必要性

怙Ⅲがオープンに流通するインターネットにあ。て、インタ

ーネットの被利JI｣片にと。ては雌も必要なインターネッ|‥ サ

ービス・プロバイダ'－【】S円　に関する帖報が、なかなか行き波

らないようだ　たまたま近くにあ９た接続袰行を利Jljし、そこ

でうまくいかないことがあ９だとき、その利川片はインターネ

ット全体の評仙を ﾄ げ゙てしまう

現作、プロバイダーに対する選択坊凖は表而的で川定化され

川内の インターネット卻|｣片が|川0 万人を超え、コンピュー

タ以外のさまざまな帖根機器がインターネットにっながり‥ 淮

もが使えるようにアク七シビリテ イの活動が始まった現flﾐ、社

会と牛■iV インターネットへの依仁度はますます鳥くな。てい

る　それと同時に、危機竹即の問題が クローズア  ップされてく

る　｣凱ljが起こ９たときにインターネットはきちんと｡岶伝路を

供給できるのか　電I祐のシステムは常にそのことをぢ'えて作ら

れてきたが、インターネットも、もはや生命線として刮4 的な肖

任を考･えるlj,μ｣にきているのではないだろうか　その11C仟を米

たすことがこれからのインターネットの最も人きな､課越である

199がIJ｣15 囗の談話を剞IIぼ 部で枇成

図２　NIFTY SERVE のソフトウェアが登録されているライブラリで

は、ダウンロード数が自動的にカウントされて表示される
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